
高校生等の冬山・春山登山の事故防止のための有識者会議設置要項 
 

平成 29 年９月 11 日 
スポーツ庁次長決定 

１．趣旨 
  平成 29 年 3 月の栃木県高等学校体育連盟主催の春山安全登山講習会において

発生した雪崩事故を踏まえ、高校生等の冬山・春山登山の実施にあたり、事故の

再発防止策や実施上の留意点等を検討するための会議を設置する。 
 
２．構成員 
 （１）本会議は、学識経験者等からスポーツ庁次長が委嘱した者（以下「委員」

という。）により構成する。 
 （２）本会議に座長を置き、委員の互選によりこれを定める。 
 （３）座長は、会務を総理し、本会議の議長を務めるものとする。 
 （４）座長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理

する。 
  
３．委員の任務等 
 （１）委員は、再発防止策や留意点の作成にあたり、本会議において議事の内容

に関する意見を述べ、あるいは説明を行う。また、座長又はスポーツ庁の求

めに応じ、情報の提供もしくは助言を行う。 
 （２）委員の任期は、スポーツ庁次長が委嘱した日から平成 30 年 3 月 31 日まで

とする。 
 （３）委員は、任期中及び任期後において、委員として知り得た情報について、

開示が決定されたものを除き、守秘義務を負う。 
 
４．会議の開催 
 （１）会議の開催は、スポーツ庁の依頼に基づき開催することとし、開催日時が

決まり次第、遅滞なく公表する。 
 （２）本会議の開催は、過半数の委員の出席をもって成立する。 
 （３）本会議の開催は、原則として報道機関に公開して行う。この場合、報道機

関に所属する者は、スポーツ庁の定めに従い、会議の内容を傍聴し、もしく

は映像、音声、記述による記録及びそれらの配信を行うことができるものと

する。ただし、座長は、スポーツ庁の定めに従わず、又は会議の進行を妨げ

る等本会議の円滑な運営に支障を来す行為をした者は、入場を禁じ、又は退

場を命ずる等適当な措置をとることができる。 
 （４）座長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、

説明又は意見を聴くことができる。 
 （５）文部科学省（スポーツ庁を含む）は、本会議の議事の内容に関し、必要又

は参考となる説明を行い、あるいは意見を述べることができる。 
 
５．公表 

本会議に係る資料及び議事要旨は、不開示情報を除き、会議終了後、速やか

にスポーツ庁ホームページにて公表する。 
 
６．雑則 
 （１）本会議に関する庶務は、政策課学校体育室の協力を得て健康スポーツ課が

処理する。 
 （２）本会議の運営に必要な事項は、この要項に定めるもののほか、本会議に諮

って定める。 

資料１ 



高校生等の冬山・春山登山の事故防止のための有識者会議

委員一覧

尾形 好雄 （公社）日本山岳・スポーツクライミング協会 専務理事

（日本スポーツ振興センター国立登山研修所専門調査委員）

清水 幹裕 弁護士（清水法律事務所）

新宮領 毅 大田区立雪谷中学校 校長

（平成28年度スポーツ庁スポーツ事故防止対策協議会委員）

谷口 浩平 私立藤沢翔陵高校 教諭

（全国高等学校体育連盟 登山専門部事務局長）

戸田 芳雄 東京女子体育大学 教授

（平成29年3月27日那須雪崩事故検証委員会委員長）

（平成29年度スポーツ庁スポーツ事故防止対策協議会委員）

松本 哲 神奈川県立光陵高校 校長

（全国高等学校体育連盟 登山専門部長）


